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社会を明るくする運動
兵庫県　加古川市立野口北小学校　５年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひらやま),平山)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たけとし),武斗士)
ぼくは、四年生の夏休みに、神戸地方さい判所へ行き、一つのさい判を見学しました。法廷には、検察官、犯人を弁護する弁護士、そして、どう回りには縄をつけられた犯人が、けい察官に連れられて、入廷しました。さい判書記官が現れ、最後にさい判官が入廷しました。検察官が、起そ状を読み上げました。犯人の容ぎはせっ盗罪でした。空ふくを満たすため、迷いなくスーパーへ入店して、おす司のセットに飲み物、メロンなど４点を盗んで、スーパーを出る時につかまえられました。この罪に対して、犯人は「間ちがいありません。」とみとめました。
起そ状によると、この人はトラックの運転手をしていた時に、自ら事故を起こし顔が変形し入院をし、前科があり服役をしていました。服役後、仕事の面接を受けるのですが変形した顔をいやがられ、気持ち悪がられ、職にもつけず、実家へもどりますが、追い出され，ある食堂で、わずかなお金を出して食事をしていると、お店の人が、「元気がないけど、どうしたの。」と、声をかけました。今まで苦しかった出来事を吐き出しました。いっしょに泣いてくれました。行き場のないこの人が安定して生きていけるまで、「つけでいいから、食べにおいで。」と、久しぶりに人の温かい心にふれて、もう一度人生をやり直す勇気が出て、しゅう職活動をがんばりました。しかし、職につけず食堂のつけばかり増えていって、申しわけなくなり、自分を追いつめて食べに行けなくなり、空腹に負けてしまい、万引きをしてしまったのです。
判決は、後日出ましたが、さい判が終わった時、検察官から「服役後は、心からたよれる人を見つけたり、社会は広いですので、あなたの外見だけで判断せず、内面の良さを分かってくれる人はたくさんいます。今回のことを深く反省してください。」と、温かい言葉を、かけられていました。検察官も弁護士もさい判官も、犯人の深く負った心のきずを、やさしく包みこむように、接していました。ぼくは、このさい判の様子を見ていて、法廷にいる職務の人たちの温かな心にふれて、感動しました。人は自分自身と比べたりした時に、その人のマイナス面を見つけて、いやなことを言ったり、攻げきしたりいじめたり、ひどいことをしているのに、それをおもしろがって、自分の心をどんどんよごして、いけないことに気付けない人は悪い道から出口を見つけられずに生きます。このさい判で教わった、心正しい道をぼくは忘れず、困っている人や一人ぼっちでいる人に、やさしく接して寄りそいつながっていきたいと思いました。そして、心のとがった考え方をする人は、一つ一つとげをぬいていき、角のない丸い心にみちびいてあげられたらと思います。一人一人が人を大切にし、豊かな心が増えれば、だれもがくらしやすい明るい社会になると思います。そしてぼく一人からでも始められる、あいさつや、笑顔で人に接すること、人を助けることから、社会を明るくする運動をしていきたいと思います。
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